
悩
み
や
不
安
を
抱
え
る
認
知
症
患
者
の
相
談
に
、
認
知
症
患
者
が
答
え
る
全
国
で
も
先
駆
的
な
取
り

組
み
が
仙
台
市
内
で
始
ま
る
。
物
忘
れ
相
談
窓
口
「
お
れ
ん
じ
ド
ア
」
を
5
月
下
旬
か
ら
月
1
回
の
ペ

ー
ス
で
開
設
。
認
知
症
へ
の
誤
解
や
偏
見
に
苦
し
む
人
を
勇
気
づ
け
る
大
き
な
一
歩
に
な
る
と
専
門
家

は
期
待
し
て
い
る
。

相
談
窓
口
を
聞
く
の
は
仙
台

市
泉
区
の
会
社
員
丹
野
智
文
さ

ん
(引
)。

初
代
半
ば
か
ら
物
覚

え
の
悪
さ
を
自
覚
す
る
よ
う
に

な
り
、
ぬ
歳
の
時
に
若
年
性
認

知
症
と
診
断
さ
れ
た
。
串
箸
同

士
が
支
え
合
う
こ
と
で
「
不
安

を
一
緒
に
乗
り
越
ら
れ
た
ら
」

さ
ん
は
診
断
直
後
を
振
り
返

る
。
苦
境
を
救
っ
た
の
は
同
じ

河
川
症
患
者
と
の
交
流
だ
っ
、
っ

「
不
安
を
乗
り
越
え
た
方
々
・

.

.
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おれんじドア開設に向けて聞かれた実行委員会

体験語り悩み共有

主
体
的
に
参
加
し
、
後
押
し
す

る
。
考
え
る
会
に
よ
る
と
、
認

知
症
患
者
が
相
談
を
受
け
る
の

は
全
国
的
に
例
が
な
い
。

初
回
は
お
日
午
後
2
d
4
時

に
仙
台
市
青
葉
区
の
東
北
福
祉

大
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

の
カ
フ
ェ
で
聞
く
。
毎
月
第
4

土
曜
日
に
同
じ
場
所
と
時
間
帯

で
実
施
す
る
予
定
。
今
の
と
こ

ろ
6
月
幻
日
と
8
月
幻
日
の
開

催
が
決
ま
っ
て
い
る
。

丹
野
さ
ん
が
体
験
を
語
り
、

患
者
同
士
が
交
流
、
個
別
相
談

に
も
応
じ
る
。
家
族
の
相
談
に

は
考
え
る
会
の
専
門
家
が
対
応

す
る
。
個
人
の
特
定
を
懸
念
す

る
参
加
者
に
配
慮
し
、
匿
名
参

加
も
受
け
付
け
る
。

「認
知
症
と
い
う
言
葉
に
惑

わ
さ
れ
ず
に
、
悩
み
を
傾
聴
で

き
る
の
は
当
事
者
本
人
」
。
認

知
症
ケ
ア
に
取
り
組
む
清
山
会

医
療
福
祉
グ
ル
ー
プ
(仙
台
市
)

代
表
の
山
崎
英
樹
医
師
は
言

う
。
医
師
な
ど
の
専
門
家
で
さ

え
偏
見
か
ら
自
由
で
な
い
こ
と

も
あ
る
と
い
う
。

山
崎
さ
ん
は
「
当
事
者
で
な

い
と
癒
や
せ
な
い
不
安
は
あ

る
。
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
足
を

運
ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い

る
。連

絡
先
は
事
務
局

0
7
0

(5
4
7
7)
0
7
1
8
H平

日
午
前
叩
時

1
午
後
3
時
H
。




